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本 時 の 展 開

第１・２時（１・２／１３時間）
○ねらい…立体のかさ比べの方法を、既習事項と結び付けて予想をもち、問題解決に意欲的に取り組むことができる。
★数学的な考え方…かさ比べの方法に使われている、直接比較・間接比較（操作の考え）や単位の考えに気付く。＜操作の考え・単位の考え＞

○評価項目（評価方法）過 時
◎｢十分満足できる｣と判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点
☆｢努力を要する｣児童への手だて程 間

つ ・大きさの異なる三つの直方体と立方
１ ３つの立体のかさ比べをしよう 体（見ただけでかさが比べられる物 【関心・意欲・態度】

○三つの立体を比べて、かさが一番大きい立体を予想する。 と比べられない物、長さを工夫 材 ○既習の量の比較の方法を,
○｢長さ｣｢かさ｣｢広さ｣比べをした時のことを思い出し、どんな方法(考え方)で比べた 質は同じ）を提示し、｢かさが一番 想起し、三つの立体のか

、か かを付せんに書き出して発表し合う。 大きいのはどれでしょう｣と問う。 さを比較する方法を考え
。○「考え方整理プリント」に付せんをはりながら、どんな方法でかさ比べができるか 一つの方法で比べている図１ 問題の立体

予想を書き、自分が考えた方法を発表する。 （活動の様子・考え方整
○予想をもとに自分が考えた方法でかさ比べをする。 理プリント）

む ○自分がどのように問題解決をしたのかをプリントにまとめ、発表し合う。
○発表された結果について、気付いたことや考えたことを発表し合う。 ◎既習の量の比較の方法を
○発表された方法を比較・検討する。 想起し、それらと結び付

３つの立体のかさ比べをしよう けながら三つの立体のか＜課題＞
どれが一番かさが大きいのかな ・既習の事象を提示して、大きさ比べ さ比べの多様な方法を考

についての生活経験や学習経験が想 え、二つ以上の方法で比
起できるようにする。 べている。見 ＜意識(不思議さ・疑問)＞ ＜既習の考え方・方法＞

･①と②は①の方が大きい 端を合わせてくっつけて比べた ・児童から出なかった方法については�
･②と③では③の方が大きい 重ねてみた（はみ出した部分を比べた） 教師の方から提示する。 ☆｢長さ比べ｣｢広さ比べ｣｢か�
･①と③は重ねてもよく分か 持って重さ比べをした（手や天秤で） ・｢考え方整理プリント｣を使って付せ さ比べ｣など、具体的な場通 �
らない 違うものに置き換えて(写し取って)比べた んに書き出した考え方と結び付けて 面を示し、その際どんな�
･どうやったら比べられるかな 同じ大きさのカップで量った 予想ができるようにする。 大きさ比べをしたのか想�

。し ･かさは中身だからどうやった ますやはかり、物差しを使った ・既習のどんな考えをもとに考えた方 起できるように助言するカ
ら比べられるかな 面積は公式で求めた 法なのかを明確にするようにする。キ

１㎠がいくつ分かで比べた ・予想が十分もてなかった児童は、友 ☆友達の発表を聞いて、かク
達の発表を参考にするようにする。 さ比べをする方法に気付１ ＜予想＞

・重ならない部分を切って比べる( ) ・重さを量って比べる( ) けるようにする。�� �
・周りの長さを測って比べる( ) ・周りの面積を求めて比べる( ) ・プリントに自分の活動や結果などを� �
・同じ大きさがいくつ分かで比べる( ・周りの面にマス目をかいてみる( 書くことで、自分の考えが明確にな� �カ カ)
・面積のような公式を考える( ) ・１㎠のようなものを考えてみる( ) るようにする。キ ク

・机間指導で児童の活動やプリントへ＜問題解決＞
重ならない部分を切って比べたら①の方が大きかった の書き込みを見取り支援する。また�
３つの辺の長さや全部の辺をたしたら①と③は同じだった 全員の考えが取り上げられるように�
面の面積をたしたら①の方が大きかった する。�
重さを比べたら①の方が重かったからかさも大きいと思う�
周りに２㎝などのマス目をかいて何個分かで比べようと思った�
１㎝のマス目をかいてそれが何個分あるかで比べたら①が一番多かった�

・活動の過程を詳しく説明できるよう検討・学び合い
２ ＜気付いたこと・考えたこと＞ ＜比較・検討＞ に、十分でない部分は説明を補った

･自分と同じ考えでやったんだ ･直接比べる り発問したりする。
･こんな方法もあったんだ ･違う物に置き換えて比べる ・それぞれの方法が、既習のどんな考
･ は結果が違う。長さを比べると結果が違う ･いくつ分かで比べる えと結びついているのかを明確にす�
･周りの面積が広い方がかさは大きいのかな？ るようにする。
･面積の時も周りの長さで比べたら結果が違った ＜まとめ＞ ・発表された方法を話し合いを通して
･周りが長くても面積が小さいのがある 直接比べたり、違う物に置き 比較分類し 「直接比べたり、違う、
･切って比べたら確かに①が一番大きかった 換えて比べたりいくつ分で比 物に置き換えて比べたりいくつ分で
･｢かさ｣は中身だから周りで比べることはできない べたりすると、立体のかさ比 比べたりすると、立体のかさ比べが
･ はいくつ分で考えているところが同じ べができる できる」ことをまとめる。��
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第３時（３／１３時間）
○ねらい…体積は１㎤の立方体を単位として、そのいくつ分で表すことができることを理解する。
★数学的な考え方…体積は１㎤の立方体を単位の大きさとして、そのいくつ分かで数値化して求めればよいことに気付く。＜単位の考え＞

○評価項目（評価方法）過 時
◎｢十分満足できる｣と判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点
☆｢努力を要する｣児童への手だて程 間

・本時の学習問題｢２つの立体のかさ
追 ３ ２つの立体のかさはどちらがどのくらい大きいのか比べてみよう はどちらがどのくらい大きいのか比

○前時の学習との関連を考えながら｢考え方整理プリント｣に、解決する方法の予想をす べてみよう｣ を提示し、前時の問題 【数学的な考え方】
究 る。 との違いが意識できるようにする。 ○既習の量の測定と同じよ

○予想をもとに解決をし 自分がどのように問題解決をしたのかをプリントにまとめる うに、体積も単位の大き、 。 図２ 問題の立体
す ○自分の活動や結果を発表し合い、気付いたことや、それぞれの解決に使われている考 さのいくつ分で数値化し

え方について話し合う。 て求めればよいことに気
る ○話し合いを通して 似ている考えを結び付けたり比較したりして 考え方を整理する 付いている。、 、 。

○どんな考え方を使うとかさを正確に表すことができるか話し合い、分かりやすい言葉 (考え方整理プリント・話
でまとめる。 し合いの様子)

○｢体積｣｢１㎤｣という用語、体積は１㎤の個数で表せることを知る。 ◎面積の基本の単位が１辺
が１㎝の正方形であった

２つの立体のかさはどちらがどの ・ 考え方整理プリント」を使って、 ことから類推して、いつ＜課題＞ 「
くらい大きいのか比べよう 前時の学習のどの考え方を使って本 でも共通して数値化でき

時の学習問題は解決できそうかとい る単位として１辺が１㎝＜意識＞
・昨日の方法はうまく使えるかな う予想がもてるようにする。 の立方体を考えている。＜前時の考え方＞
・どのくらいというのはどう表したら 直接比べる ☆「どれくらいを表すには�
いいんだろう 違う物に置き換えて比べる ・机間指導では、児童の活動やプリン どうすればよいか」助言�

・数字で表さないと違いは分からない いくつ分かで比べる トへの書き込みから考えを見取り、 することで数値化する方�
・どんな数字で表したらいいんだろう 支援するとともに、発表に生かせる 法について考えられるよ

ようにする。 うにする。見
＜予想＞

・はみ出した部分を切って比べる( ) ・重さで比べる( ) ・使われている考え方に目が向くよう 【知識・理解】� �
・中に水を入れて比べる( ) ・周りにマス目をかいてみる( ) に、考えた根拠や既習の方法との ○｢体積｣の用語や単位｢１通 � �
・中にブロックのような物を入れて比べる( ) 関 ㎤｣を理解している。�

連を問うような発問をする。 （発言・活動の様子）
・児童の話し合いを通して考え方を整 ◎長さや面積の単位と関連し ＜問題解決＞

はみ出した部分を切って比べたけど、どのくらいがうまく表せない 理してまとめていくようにする。 付けて｢体積｣の用語や単�
重さや水で比べてみたら少し違ったけど、どのくらいがうまく表せない 位「１㎤」を理解してい�
中にブロックを入れたら、すき間があいてしまった ・｢あるもののいくつ分｣｢あるものを る。２ �
マス目をかいて数えたら違いが分かった 何にしたらよいか｣を中心に話し合 ☆「体積」をかさと結びつ�

えるようにする。 けて説明したり、１㎤の
立方体を見たりしながら検討・学び合い

・児童の話し合いの中で出された言葉 単位が理解できるように
＜気付いたこと・考えたこと＞ ＜整理＞ でまとめていくようにするが、｢単 する。
・重さは比べられないときがあるよ ・同じ物のいくつ分で比べるとよい 位の考え｣という言葉でまとめるこ
・実際に切れないときは困るよ ・１辺が１㎝の立方体のいくつ分で とができるように示唆する。
・切ったり、重さや水の量で比べたりして 表せる
も、どれくらいがわからない ・｢単位の考え｣は今までにもいろいろ単位を決める

・切ったつもりでマス目をかいていくつ分 な学習で使っていた考え方であるこ
という方法はいい とに気付けるようにする。

・どれも数字で表したから分かりやすい
・１辺が１㎝の立方体で比べるとどんなと
きもすき間なく敷き詰められる

＜学習したこと＞ ＜考え方＞
体積は１㎤の立方体のいくつ分 １㎤を単位として考える・単位の考え
で表せる

５㎝
６㎝ ８㎝
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第４時（４／１３時間）
○ねらい…立方体や直方体の体積を計算で求める方法を考え、公式にまとめることができる。
★数学的な考え方…単位となる大きさをもとにして、直方体や立方体の体積の求め方や公式を考える。＜公式の考え＞

○評価項 目 （評 価 方法 ）過 時
◎ ｢十 分満 足 でき る ｣と 判断 さ れる 状 況○ 児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点
☆ ｢努 力を 要 する ｣児 童 への 手 だて程 間

○前時の学習を想起し 「体積 「１㎤ 「単位の考え」を確認する。、 」 」
追 ４ ・ ｢体積 ｣の意味を確認する。 【数学的な考え方】

直方体の体積を求めてみよう ○直方体や立方体の体積を
○直方体の体積を求める方法を予想し、 ｢考え方整理プリント ｣に書く。 具体的な数値で求め、関

究 ○実際に体積を求め、どのように考えたのかをプリントにまとめて発表する。 数関係にある縦、横、高
○自分がどのような考え方で体積を求めたのかを、簡単な言葉でまとめて発表し合う。 さを測って求められるこ
○話し合いを通して 似ている考えを結び付けたり比較したりして 考え方を整理する とから公式が導き出され、 、 。

す ○どんな考え方を使うと体積が求められるか話し合い、分かりやすい言葉でまとめる。 ることに気付いている。
○直方体の体積を求める公式をまとめる。 ・工作用紙で作った直方体を提示し、 （考え 方整理プリント・

｢直方体の体積を求めてみよう ｣とい 話し合いの様子）
る 縦４㎝横５㎝高さ３㎝の直方体の う学習問題を提示 ◎直方体や立方体の体積は＜課題＞

体積を求めてみよう する。児童にも工 関数関係にある縦、横、
作用紙で作った直 高さを測って求められる
方体を配る。 ことを単位の考えをもと＜意識＞ ＜前時の考え方＞

・１㎤の立方体の数を数えるんだな 体積は１㎤の立方体のいくつ分で に説明し、公式を導き出
・簡単に数える方法を考えよう 表せる ＜単位の考え＞ ・立体をとらえにくい児童には１㎤の している。
・計算で求められないかな 積み木を積んでみたり、１段ごとに ☆１㎤の積み木を積んだり

分かれるような直方体を用いたりし １段ごとに分かれるよう
て考えられるようにする。 な直方体を用いたりして

・立方体の個数を計算で求められそうだ ・自分なりの解決 体積を計算で求める方法＜予想＞
・かけ算を使うと求められそうだ ができた児童に が考えられるようにする

は別の直方体で
も同じ考えが使見 ＜問題解決＞

・縦に４個が５列で 個、それが３段だから全部で 個 ４×５×３＝60 えるか試してみ20 60
・横に５個が４列で20個、それが３段だから全部で 個 ５×４×３＝60 るようにする。60
・横に５個が３段で15個、それが４列だから全部で60個 ５×３×４＝60
・辺の長さが立方体の数なので長さをかけた ・机間指導で、児童の活動やプリント

への書き込みを見取り、全員の解決 【表現・処理】通
が取り上げられるようにする。 ○公式を用いて直方体や立検討・学び合い

・使われた考え方をどう表現したらよ 方体の体積を求めること
＜気付いたこと・考えたこと＞ いか分からない場合は ｢１段目の数 ができる。
・まとまりを考えてかけ算で求めた ・数える順番が違うだけ を出してそれが何段あるか考えた ｣ （学習プリント）
・かけ算は順番を変えても答えは同じ ・どれも縦と横、段の個数をかけている などの例を示す。 ◎展開図から体積を求めたし
・体積は１㎤の立方体の数で表せるんだから、その数を計算で求める方法を考え ・話し合いを通して、考え方の共通点 り、直方体や立方体のも
ればいい を意識して整理していくようにする のを見つけて実際に長さ

・縦、横、高さに並んでいる１㎤の立方体の数は辺の長さと同じだ ・話し合いを通して縦、横、高さの辺 を測って体積を求めたり
・縦と横と高さの長さをかけ算すればいい の長さに置き換えて計算で求められ することができる。
・面積にも公式があったから体積にもあると思う ることに気付けるように、発問を工 ☆１㎤のマス目がある見取２
・縦×横×高さで求めることができる 夫する。 図 を用 いて、 １㎤の立方

・児童の言葉を中心に、 ｢公式の考え ｣ 体の個数と縦、横、高さ
などの言葉でまとめられるようにす の長さを結び付けながら

＜整理＞ 体積は「縦×横×高さ」という公式で表すことができる る。 体積が求められるように
・ 公 式 の 考 え 」 は 今ま で に も い ろ い する。「

○「公式の考え」を用いた学習について話し合う。 ろな学習で使っていた考え方である
・長方形や正方形の面積を求める公式 ことに気付けるようにする。
・平行四辺形や三角形、円の面積を求める公式 ・立方体の体積の公式は、児童の言葉

○正方形の面積の公式から類推して、立方体の体積を求める公式をまとめる。 でまとめられるようにする。
・立方体も直方体の仲間だから公式で求められるよ ・公式を用いて体積が求められる問題
・立方体は辺の長さがみんな同じだよ を用意する。
・正方形の面積は１辺×１辺だった
・立方体は１辺×１辺×１辺で表せると思う

○いろいろな直方体や立方体の体積を、公式を用いて求める。
・縦、横、高さが記入してある問題や

＜学習したこと＞ ＜考え方＞ 自分で長さを測定して体積を求める
体積を求める公式 ・単位の考え 問題を用意する。
体積＝縦×横×高さ ・公式の考え

６㎝

９㎝
５㎝

４ ㎝

５ ㎝

３ ㎝
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第５時（５／１３時間）
○ねらい…大きな立体の体積を表すには、１㎥を用いるとよいことを知るとともに、その大きさを実感する。
★数学的な考え方…大きなものの体積を求めるときも、単位の考えを用いて、１辺が１ｍの立方体のいくつ分で表すことができることに気付く。

＜単位の考え・公式の考え＞
過 時 ○評価項目（評価方法）

判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と
程 間 ☆｢努力を要する｣児童への手だて

５ 大きな立体の体積を求めてみよう ・｢縦 ｍ、横 ｍ、高さ ｍのプ12 25 2
深 ○直方体の体積を求める方法を予想し、学習プリントに書く。 ールに入る水の体積を求めよう｣と 【関心・意欲・態度】

いう学習問題を提示する。 ○面積の大きな単位を想起し、単
○実際に体積を求め、どのように考えたのかをプリントにまとめて発表する。 位の考えを用いて、体積でも大

・ × × で求める きな単位「㎥」を考えようとし1200 2500 200
め ・ｍのままで計算できないかな ている。

・ × ×２で求められないかな （活動の様子・発言）12 25
◎大きな単位の必要性を感じ、ど

○調べた方法や調べて分かったこと、気付いたことを発表し合い、使われてい ・予想をするときは、常に前時までに んな場合に㎥の単位を用いると
る る考え方と結び付けて話し合う。 整理した考え方が意識できるように 便利かを考え、量感をとらえて

・ は０が多くて面倒だ する。 いる。600000000
・面積では「㎡」という単位があったよ ・机間指導で児童の活動やプリントへ ☆面積の大きな単位｢１㎡｣を実際
・１辺が１ｍの立方体が考えられないかな の書き込みを見取り、発表に生かせ に見て、体積でも１ｍをもとに
・１辺が１ｍだから１㎥と考えてもいいと思う るようにする。 大きな単位が考えられそうだと
・１㎥の立方体が600個だから600㎥だ いう見通しが、もてるようにす

・話し合いの中で｢単位の考え｣や｢公 る。見
○１㎥という単位を知る。 式の考え｣にかかわる意見が出たと

、 」きは ｢単位の考えを使ったんだね
１㎥と１㎤の関係を調べてみよう 「公式の考えを使ったんだね｣とい

○１㎥の実物大を見て、大きさを実感したり、１㎤がいくつ入るかを考えたり う言葉を加えることで、その考えに通
する。 気付けるようにする。

・１㎤はどのくらい入るかな
・実際に並べられないから並べたつもりで考えてみよう ・１ｍの棒 本で１㎥の骨組みを示 【知識・理解】12
・ × で１段目で 個だ ・ 個が 段で 個 し、｢１㎥の立方体の中に１㎤の立 ○１㎥と１㎤の関係を理解してし 100 100 10000 10000 100 1000000

方体はいくつ入るだろう｣という問 いる。
○どんなときに｢㎥｣｢㎤｣という単位を用いると便利なのかを、具体的に身のま 題を提示する。 （活動の様子・学習プリント）
わりから見付ける。 ・１㎥＝1000000㎤をまとめる。 ◎ ㎥の１辺の長さに着目し１㎤1

との関係をとらえて説明してい
学習感想を書こう る。３

○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。 ・学習したこと、使った考え方につい ☆実際に１㎥の模型をもとに、立
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考え方を使って問題解決し ては一緒に記入する。 体の１辺に並ぶ１㎤の立方体の
たらどうだったか」 ・｢単位の考えをどんな問題に使った 数に着目することで１㎥と1㎤
＜学習したこと＞…１㎥＝1000000㎤ の？｣｢大きな単位を使うとどうだっ の関係がとらえられるようにす
＜使った考え方＞…単位の考え・公式の考え た？｣など具体的な言葉かけをする る。。

・｢よさ｣について考えていることや既＜児童の感想＞ ＜振り返りの視点＞
習学習と結び付けて考えていること・大きな体積でも単位の考えが使えた <広い範囲であてはまる(一般性)>
発展的に考えていることなどを取り・１㎥という単位を使うと数字が簡単にな <簡単に分かりやすく表せる(簡潔性)>
上げ、紹介して誉めるようにする。った <無駄なく処理できる(能率性)>

・１㎥という単位でも公式の考えが使えた <いろいろな場面で使える(有用性)>
・面積のときと同じように大きな単位が使 <広い範囲であてはまる(一般性)>
えた

・もっと大きな単位があるのかな <より広い範囲で考察できる(発展性)>
・１㎥と１㎤の関係がよく分かった <簡単に分かりやすく表せる(簡潔性)>

ｍ12

ｍ25
ｍ2
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第６・７時（６・７／１３時間）
○ねらい…直方体や立方体が組み合わさった複合立体の体積をいろいろな考え方で求めることができる。
★数学的な考え方…複合立体の体積を既知のことに帰着して考えることができる。＜公式の考え＞

○評価項目（評価方法）過 時
◎｢十分満足できる｣と判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点
☆｢努力を要する｣児童への手だて程 間

・工作用紙で作った複合立体を提示し｢この
６ 直方体や立方体が組み合わさった立体の体積を求めよう 立体の体積を求めよう｣という学習問題を

深 ○複合立体の体積を求める方法を予想して学習プリントに書き、発表し合う。 示す。
○予想をもとに実際に体積を求め、式だけでなく、どのように考えたのかをプ ・長さの記入していない見取図の書かれた 【数学的な考え方】

リ ントにまとめる。 学習プリントと工作 ○公式を用いて、複合立体
○多様な方法で体積を求めてみる。 用紙で作った複合図 の体積を求めるために学

め ○プリントをもとに発表する。 形を配付する。 習した形に変えたり、必
○それぞれの考え方を分かりやすい言葉にまとめる。 要な長さを考えたりしな

がら体積を求めている。
直方体や立方体が組み合わさった （学習プリント・活動の＜課題＞

る 立体の体積を求めよう 様子)
・複合図形の面積の学習を想起し、結び付け
ながら予想がもてるようにする。 ◎複合立体の体積の多様な＜意識＞ ＜既習の考え・方法＞

・階段みたいな形だ ・面積のときは長方形や正方形に分 求め方を、考え方の観点
・直方体が重なってる けて考えた 左記の図形の面積は、 で分類整理したり、式の
・どうやって求めればいいかな ・全体から引く方法も考えた どうやって求めたの 変形から統合してとらえ
・工夫すれば求められそうだ ・移動させて求めた かな？ たりしている。

☆模型の複合立体を実際に＜予想＞
・直方体や立方体にして公式が使えるようにする 分割したり補ったりして
・面積の時のように分けて考える ・友達の予想を聞いて、見通しがもてるよう 長さを確認し、既習の直
・大きな直方体と考えて引く方法が使える にする。 方体や立方体に置き換え
・移動させる方法も考えられそうだ て体積を求める方法が考

・必要な長さを学習プリントに記入しながら えられるようにする。
体積を求めるようにする。＜問題解決＞

・実際に切ってみないと理解できない児童に
は、模型を用意しておく。

・児童の発表を補うために、どこを切ったの
か、移動させたのか、補ったのかが視覚的
に分かるものを用意しておく。

・発表の中で 「面積の学習から類推した」、
「公式に表す考えを用いるために順序よく
求めている」などを確認できるような声か
けをする。

・発表された方法や考え方を整理する話し合検討・学び合い
いを通して、それぞれの考え方をできるだ

・切ってたす方法 け分かりやすい言葉でまとめ、次の問題に
・大きな直方体から引く方法 活用できるようにする。
・切って移動し大きな直方体にする方法

＜学習したこと＞ ＜考え方＞
階段の形の体積も求める ・公式の考え方
ことができる

㎝4
㎝3

㎝6

㎝3
㎝8

４×３×３＝３６ ４×３×６＝７２ ４×８×６＝１９２ 切って移動させる
４×８×３＝９６ ４×５×３＝６０ ４×５×３＝６０ ４×１１×３＝１３２
３６＋９６＝１３２ ７２＋６０＝１３２ １９２－６０＝１３２

２つの直方体に分けて ２つの直方体に分けて 大きな直方体の体積を 分けた直方体を移動させたら
それぞれ体積を求めて それぞれ体積を求めて 求めて、いらない部分 ちょうど直方体になったので
足した 足した の直方体の体積を引いた その直方体の体積を求めた
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○いくつかの複合立体の体積を、いろいろな方法で求めながら、どんな立体のと
７ き、どんな方法が便利なのか考える。 ・｢いろいろな立体の体積を求めよう｣という

○提示された方法と問題を分類整理する考えを用いてまとめる。 問題を提示する。
・体積は３つとも ㎤になるものを用意し 【関心・意欲・態度】408
提示する。 ○学習した形に変える考え

を用いて、いろいろな複
切ってたす方法 大きな直方体から 切って移動大きな 合立体の体積を求めよう

引く方法 直方体にする方法 としている。
（活動の様子・発言）

◎複合図形の面積を多様な
方法で求めたことを想起

・提示された方法と問題を、分類整理する考 し、いろいろな複合立体
えを用いて黒板にまとめ、どんな立体の時 も多様な方法で求めよう
どんな方法を用いると便利なのかに気付け としている。
るようにする。

☆複合図形の面積を求めた
・さらに発展的に 学習を具体的な図をもと
考えられる児童 に想起させ、複合立体の
には、右記のよ 体積も、その考えを使っ
うな立体につい て求められそうだという
て考えてみるよ 見通しがもてるようにす
うにする。 る。

学習感想を書こう
○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。 ・｢どんな考えを使ったら問題が解決したの
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考えを使って問題解決したら かな？｣｢公式を活用するためにどう考えた
どうだったか」 ことがよかったの？｣｢どのように考えたら
＜学習したこと＞…複雑な立体の体積が求められた うまく解決できたの？｣など具体的な言葉
＜使った考え方＞…公式の考え方 かけをする。

＜児童の意識＞ ＜振り返りの視点＞
・｢よさ｣について考えていることや既習学習・面積の時の考え方を使った <広い範囲で当てはまる(一般性)>
と結び付けて考えていること、発展的に考・公式が使えるように直方体や立方 <簡単に分かりやすく表現できる(簡潔性)>
えていることなどを取り上げ、紹介して誉体を考えたら簡単に求められた <いろいろな場面で使える(有用性)>
めるようにする。・問題によって使う方法を工夫する <無駄なく処理できる(能率性)>

と簡単に求められた
・もっと複雑な形でも大丈夫 <より広い範囲で考察できる(発展性)>
・直方体や立方体にならないときは <より広い範囲で考察できる(発展性)>
どうすればいいだろ

㎝６

㎝ ㎝３ ４
㎝４

㎝８

㎝１ ０

㎝ ㎝４ ６

㎝３

㎝７

㎝１ ２

㎝６

㎝３
㎝８

㎝４
㎝１ ０

10 240６× ×４＝
168６×７×４＝

240 168 408＋ ＝

10 480６× ×８＝
72６×３×４＝

480 72 408－ ＝
17 408６× ×４＝

12 336４× ×７＝
72４×６×３＝

336 72 408＋ ＝

12 10 480４× × ＝
72４×６×３＝

480 72 408－ ＝

10 480６× ×８＝
72６×４×３＝

480 72 408－ ＝

６×６×８＝２８８
６×４×５＝１２０
２８８＋１２０＝４０８

８㎝
３㎝

２㎝
３㎝ ６㎝

８㎝

２㎝
８㎝
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第８時（８／１３時間）
○ねらい…辺の長さが小数の場合や、単位が違う場合の立体の体積を求めることができる。
★数学的な考え方…辺の長さが小数でも公式を用いて体積が求められることに気付く。＜公式の考え＞

過 時 ○評価項目（評価方法）
判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と

程 間 ☆｢努力を要する｣児童への手だて
・事前に直方体や立方体の箱を準備するよう 【表現・処理】

８ 自分が持ってきた箱の体積を求めよう に話しておく。 ○辺の長さが小数や単位が違う場
深 ○学習課題に対する予想をもつ。 ・ 自分が持ってきた箱の体積を求めよう」 合でも、公式を適用して体積を「

という学習問題を示す。 求めることができる。
○必要な長さを測って、体積を求める。 ・辺の長さが分かれば「公式の考え」を使っ （学習プリント）

め ・どの辺の長さを測ればいいのかな て解決できそうだという予想がもてるよう ◎実際に長さを測りながら、いろ
・辺の長さは○㎝□㎜だよ にする。 いろな直方体の体積を、公式を
・この数字では公式が使えないよ ・測定した長さが○㎝□㎜になり、処理に困 使って進んで求めることができ

る ・１㎜の単位でも考えられないかな っている児童には、どうしたら公式が使え る。
・○㎝□㎜を△㎝に直して考えれば公式が使えるんじゃないかな るのかを考えるように助言し、自分なりの
・小数でも公式が使えるのかな 解決ができるようにする。 ☆小数のかけ算が十分でない児童

・学習プリントには工夫したことについても については、式が立ったら筆算
○箱の体積をどのように求めたのか、解決を通しての自分の考えも発表 書くようにする。 の仕方を想起し、正しく答えが
する。 ・｢公式の考え｣を使うために㎝の単位にした 求められるように支援する。

こと、小数になっても｢公式の考え｣が使え
単位がそろっていない直方体の体積を求めよう ることをまとめる。
○公式を用いて「㎤」や「㎥」で体積を求める。

① × ×１＝ ㎤ ・ 図のようなお風呂に入80 70 5600 5600 「
② × ×１＝ ㎥ る水の体積を求めよう」見 0.8 0.7 0.56 0.56
③ × × ＝ ㎤ という学習問題を提示す80 70 100 560000 560000

る。
○発表された結果について気付いたことを発表する。

・同じ物の体積を求めたのに、①と③で答えが違うのはおかしい通
、 「 」・１㎤が横に100個並んで縦に70個でも7000㎤なのに答えが5600㎤ ・話し合いの中で 問題解決に 単位の考え

はおかしい。 や「公式の考え」がどのように使われてい
・単位をそろえないと公式は使えないよ るのかを具体的に取り上げ、確認できるよ
・②はｍに③は㎝に単位をそろえたんだね うにする。し

○辺の長さの単位がそろっていなかったり、○㎝□㎜のような長さの直
方体や立方体、複合立体の体積を求める。
学習感想を書こう
○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。３
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考え方を使って問題
解決したらどうだったか」 ・｢よさ｣について考えていることや既習学習
＜学習したこと＞…辺の長さが小数の直方体の体積を求める と結び付けて考えていること、発展的に考
＜使った考え方＞…公式の考え えていることなどを取り上げ、紹介して誉

めるようにする。
＜児童の感想＞ <振り返りの視点>

・長さが小数でも体積の公式が使 <広い範囲で当てはまる(一般性)>
えるんだ

・すごく小さい体積にはもっと小 <より広い範囲で考察できる(発展性)>
さな単位があるのかな

・単位をそろえると公式が使える <いろいろな場面で使える(有用性)>
んだ

・単位の考えを使うと答えの予想 <正しく処理できる(正確性)>
ができる

㎝80

１ ｍ

㎝70
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第９時（９／１３時間）
○ねらい…かさの単位であるℓやｍℓと、体積の単位である㎤や㎥の相互関係を理解する

★数学的な考え方…ℓとmℓ、㎤と㎥の関係と単位の考えをもとに、体積とかさの単位の相互関係を考えることができる ＜単位の考え＞
過 時 ○評価項目（評価方法）

判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と
程 間 ☆｢努力を要する｣児童への手だて

・１ℓや２ℓ、500mℓのペットボトルや牛
９ ○提示されたものを見て知っていることなどを発表する。 乳パックなどを提示し、｢これらの体 【知識・理解】

深 ・１ℓだよ。 積はどのくらいだろう」という発問を ○既習の単位の関係の理解をもと
・牛乳パックには ｍℓって書いてあるよ する。 にして新しい単位の関係を理解1000
・ℓやｍℓは体積の単位なのかな ・児童の発言から｢かさの単位と体積の している。

め ・かさの単位だよ 単位の関係について調べよう｣という （活動の様子・学習プリント）
・かさと体積は同じだから同じなんじゃないかな 学習問題を導くようにする。

◎ℓとｍℓ、㎤と㎥の関係と単位の
る ・牛乳パックの厚みやペットボトルの底 考えをもとに、単位とかさの単

かさの単位と体積の単位の関係について調べよう の丸みは考えないものとして、およそ 位の関係を説明している。
○牛乳パックやペットボトル(１ℓ＝1000mℓ)の体積を辺の長さを測定し、公 の体積を求めることを確認する。
式から求めることで、かさの単位(mℓ、ℓ)と体積の単位(㎤)の関係を考え ☆１ℓますや１㎥に実際に１㎤の
る。 ・計算が複雑なときや計算の確かめは電 立方体を並べてみることにより

○自分の解決方法や結果などを発表し合う。 卓を活用するようにする。 １辺に何個並ぶか確認しながら
・牛乳パックとペットボトルのだいたいの体積を求めてみよう 単位の相互関係が理解できるよ
・牛乳パックは７×７× ＝ だから ㎤だよ ・解決方法や結果には「単位の考え｣や うにする。19.5 995.5 995.5
・上の△の部分があるから約 ㎤だと思うよ ｢公式の考え｣が使われていることに気1000
・ ｍℓのペットボトルも約 ㎤になった 付けるような言葉かけをする。1000 1000
・ ｍℓは約 ㎤だから、１ｍℓは約１㎤と考えてもよいと思う1000 1000

・実際にペットボトルから1000㎤の立体
○１ℓますは１辺10㎝の立方体であることから、1000mℓ＝１ℓ＝1000㎤、つま に中身をあけてみて、1000mℓ＝1000㎤
り、１ ℓ＝１㎤を確認する。 を確認できるようにする。m

○給食用牛乳パックの体積を求めて、１ ℓ＝１㎤を確認する。m
・給食用牛乳パックは × × ＝ だら ㎤だ5.5 5.5 6.5 196.6 196.6
・約 ㎤だから、やっぱり１ ℓ＝１㎤だ ・１ℓマスは１辺が10㎝の立方体である200 m

ことから、１ℓ＝1000㎤であり、１ℓ＝
○１㎥と１ℓの関係を考える。 1000mℓであることから１ｍℓ＝１㎤に

・１ｍに１ℓますは10個ずつ並ぶから10×10×10で1000ℓだ 気付けるようにする。
・１㎥＝1000000㎤で１ℓ＝1000㎤だから、１㎥＝1000ℓだ

学習感想を書こう ・単位の関係は単位換算を覚えるのでは
○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。 なく、｢公式の考え｣や｢単位の考え｣か
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考え方を使って問題解決 ら導くことができるというよさに気付
したらどうだったか」 けるようにする。
＜学習したこと＞…１ ℓ＝１㎤ １㎥＝1000ℓm
＜使った考え方＞…公式の考え 単位の考え

＜児童の感想＞ <振り返りの視点>
・体積とかさの単位の関係は覚えなくても <いろいろな場面で使える(有用性)>
求め方が分かったから自分で求められる

・単位を考えたらかさと体積の単位の関係 <はっきりと表現できる(明瞭性)>
がはっきりした

・かさと体積の単位はどんなふうに使い分 <より広い範囲で考察できる(発展性)>
けるのかな？

・１㎤と１mℓは同じ量だったんだ <正しく処理できる(正確性)>
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第１０時（１０／１３時間）
○ねらい…直方体の高さ（縦、横）と体積の関係を理解する。
★数学的な考え方…公式から高さ（縦、横）と体積の関係を帰納的に考えることができる。＜公式の考え・帰納的な考え＞

過 時 ○評価項目（評価方法）
判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と

程 間 ☆｢努力を要する｣児童への手だて

直方体の高さと体積の関係を調べてみよう ・ 直方体の縦５㎝横３㎝は変えない 【数学的な考え方】10 「
深 ○どのように調べていこうかという予想を学習プリントに書く。 で 高さを２倍 ３倍…と変えると ○公式から、高さ(縦、横)が２倍、 、 、

＜予想＞ ・表をかいて調べてみる 体積はどのように変わるか調べてみ ３倍…になれば、体積も２倍、
・公式に代入しながら調べてみる よう」という学習問題を提示する。 ３倍…になることを、数値を代

め ・公式から考えてみる ・題意が十分に 入したり図をかいたりして具体
・図をかいて調べてみる 読み取れない 例をもとに考えている。
・実物を組み合わせながら考えてみる 児童のために、 （活動の様子・学習プリント）

る 見取図や模型
○予想をもとに解決し、学習プリントにまとめる。 を用意する。 ◎体積を求める公式を活用して、
＜問題解決・発表＞ 高さ(縦、横)と体積の関係を説

明している。
・ 高 さ １ ２ ３ ４

体 積 １５ ３０ ４５ ６０ ・図や実物で考えた児童には、高さが ☆高さ(縦、横)と体積が記入して
・高さ １㎝ の時 ５×３×１＝１５ １㎝、２㎝…の場合の体積を表に数 ある表を使って数値を代入した

２㎝ の時 ５×３×２＝３０ 値を入れながら確認するように助言 り、模型を見たりして関係に気
３㎝ の時 ５×３×３＝４５ する。 付けるようにする。

・５×３×高さ＝体積から、１５×高さ＝体積 この式から ・公式から考えた児童にも、表と結び
高さが２倍になれば体積も２倍になる 付けて確認するように助言する。

・図をかいたり、実物を組み合わせたりして調べる

○発表された結果に対して、気付いたことや考えたことを発表する。 ・高さが２倍、３倍…になると、体積
＜気付いたこと・考えたこと＞ も２倍、３倍…になることはしっか
・高さが２倍、３倍になると体積も２倍、３倍になる りと確認する。
・高さが１㎝増えると体積は15㎤増える ・調べる中で気付いたことについては
・高さ(体積)が決まると体積(高さ)も必ず決まる 一つずつ確認するようにする。
・高さを□、体積を○とすると□× ＝○15

×□＝○ ○÷□＝ ・それぞれの調べ方のよさについて、15 15
○結果や分かったことを公式の考え方と結び付けて考える。 具体的に誉めるようにする。
○直方体の縦、横と体積の関係を前の問題と比較し、結果や方法の予想を持ち ・ 直方体の縦５㎝、高さ１㎝は変え「
ながら解決する。 ないで、横の長さを２倍、３倍…に
＜予想＞ ・前の問題のように表を作って調べてみよう すると、体積はどのように変わるか

・条件を変えるのは一つというのは前の問題と同じなので 調べてみよう」という課題を提示す
２倍、３倍…になると思う る。

・横を□、体積を○として考えると前の問題と同じかな
○予想をもとに問題解決する。発表する。

学習感想を書こう
○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考え方を使って問題解決し
たらどうだったか」 ・学習したこと、使った考え方につい
＜学習したこと＞…縦や横、高さと体積の関係 ては一緒に記入する。
＜使った考え方＞…公式の考え ・具体的な声かけをすることで、公式
＜児童の感想＞ ・表を作るとき公式を使ったらはやかった の考えを用いて問題解決したよさに

・公式を変形したら問題解決できた かかわる感想が書けるようにする。
・公式を使うといろいろな問題が解けそうだ

３㎝

２㎝ ３㎝

１㎝
５㎝

５㎝

１㎝
２倍 ３倍
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第１１時（１１／１３時間）
○ねらい…身のまわりにある立体の概形をとらえておよその体積を求めることができる。
★数学的な考え方…概形をとらえ、公式が用いられる直方体や立方体と見て必要な長さを測り、体積を求めるという概括的把握の考え方ができる。

＜公式の考え・概括的把握の考え＞

過 時 ○評価項目（評価方法）
判断される状況○児童の活動 予想される児童の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と

程 間 ☆｢努力を要する｣児童への手だて
・ 身のまわりにある立体の体積を求め 【関心・意欲・態度】「

身のまわりの物の体積を求めよう よう」という学習問題を提示する。 ○およその形をとらえ、公式が活11
深 ・具体的に「本、ロッカー」のように例 用できる形に変えて見ることで

○身のまわりの物から、体積を調べてみたい立体を決める。 を挙げて、体積を求めてみようという 身のまわりにある立体の体積を
○調べてみたい物について発表し合い、どのように体積を求めたらよいか予 意欲がもてるようにする。 求めようとしている。

め 想する。 ・直方体や立方体の形からはほど遠い形 （発言・活動の様子）
・身のまわりのもの… 例 消しゴム 筆箱 ランドセル 引き出し の物や、校舎などのように大きい物で ◎量感や概形など自在な見方や考（ ） 、 、 、 、

テレビ、教室 など もよいこととするが、発展的な課題と え方から、身のまわりにある不
る ・直方体や立方体の物は長さを測って公式が使える して扱うようにする。 定形の立体の体積を工夫して求

・牛乳パックやペットボトルのようにだいたい直方体とみれば、公式 ・面積の学習を想起し、およその形をと めようとしている。
が使える らえると体積が求められるという見通 ☆面積の学習を想起することで、

・面積の時も、葉っぱの面積はおよその形を考えて公式を使った しがもてるようにする。 立体も概形をとらえると体積が
求められるという見通しがもて

○何をどんな形としてとらえ、体積はいくつになったかを学習プリントにま ・どれもおよそ直方体や立方体、それら るようにし、どんな直方体と見
とめて発表する。 の複合立体と見て 「公式の考え」が ることができるかを一緒に考え、

使えるように考えていることを確認す るようにする。
る。

○およその形が直方体や立方体に見られない不定形の物(例…石、人など)の ・第１時の学習から、直接大きさ比べが
体積の求め方を考える。 できないときは、違う物に置き換えて

○水の中に物を入れて増えた水の体積がその体積になることから不定形の物 比べる方法(間接比較)があることや、
の体積を求める。 日常の生活経験をもとに、考えるよう

にする。

・１～ 時間目までのまとめをする。10
学習感想を書こう 学習したこと、使った考え方について
○振り返る三つの視点に沿って学習感想を書く。 は一緒に記入する。
「学習したこと・どんな考え方を使ったか・その考え方を使って問題解決
したらどうだったか」 ・具体的な声かけをすることで、単位の
＜学習したこと＞…直方体や立方体の体積の表し方・求め方 考えや公式の考えを用いて問題解決し

単位の関係 てきたよさにかかわる感想が書けるよ
＜使った考え方＞…単位の考え・公式の考え うにする。

＜児童の感想＞ <振り返りの視点>
・面積や長さの学習を使って体積の <広い範囲で当てはまる(一般性)>
学習が分かった

・単位の考え方は、いろいろな学習 <いろいろな場面で使える(有用性)>
で使えそうだ

・公式を用いることでいろいろな問 <いろいろな場面で使える(有用性的)>
題が解決した

・他の角柱の体積も求められそうだ <より広い範囲で考察できる(発展性)>


